
令和７年度
イノベーション人材育成事業
県中地区イノベーション人材育成推進教師

須賀川市立第二小学校 教諭 植木 忠佑
鏡石町立鏡石中学校 教諭 新田 健斗



県中地区イノベーション人材育成推進教員（理科）の取組み

７月１４日(月） 第１回イノベ事業授業研修会(中学校）

９月 ３日(水) スーパーサイエンス講座(中学校）

１０月１４日(火) 第２回イノベ事業授業研修会

１１月２１日 (金) 第３回イノベ事業授業研修会(小学校）

１１月２５日 (火） スーパーサイエンス講座(小学校）



中学校イノベＴの取組み
～第１回理科授業力アップ研修会～

第３学年授業公開＋事後研究会

【単元名】

「生命の連続性」

第２章 遺伝の規則性と遺伝子

【本時の目標】

遺伝子組み換え作物の是非について、

自身で調べた情報をもとに、根拠を

持って表現できる。



中学校イノベＴの取組み
～第１回理科授業力アップ研修会～

【単元構想の工夫】
生徒の町についてのアンケート
結果から、「岩瀬牧場の作物や家
畜をより美味しく、たくさん作る
にはどうすればよいだろう？」を
単元を貫く問いとし、鏡石町の
将来について考える活動を通し
て、地域のために自分にできる
ことを行おうとする人材を育成
することを目指した。
また、単元のまとめとして、
スーパーサイエンス講座で学習
内容が社会でどのように活用さ
れているか、専門家の話を聞く

時間を設けた。

アンケート「鏡石町といえば？」 → 第1位 岩瀬牧場
岩瀬牧場の歴史や現状を知り、より発展する方法を考え、単元を貫く問
いを設定する

第1章
「どのように作物や家畜は大きくなるのか？」「岩瀬牧場で作られてい
るジャガイモは有性生殖をするべき？無性生殖をするべき？」

第２章
「有性生殖では、親の形質はどのようにして子や孫に受けつがれるの
か？」「岩瀬牧場で遺伝子組み換え作物を作るべきか？」

第３章
「品種改良以外でどのように種は増えるのだろう？」



中学校イノベＴの取組み
～第１回理科授業力アップ研修会～

【授業の実際】

○ 前時までの学習を振り返り、本時の課題「岩瀬牧場で

遺伝子組み換え作物を育てるべきか。」について、まずは

自分の考えを書き、賛成か反対かの立場を明確にした。

○ 同一の意見の生徒2～3人で班を作り、異なる意見の

班と課題について根拠を明確にしながら議論するように

した（相手を変えながら3回行った）。

○ 議論したことを元に、再度自分の考えを書き、学級全

体で課題について考えを述べ合った。



中学校イノベＴの取組み
～第１回理科授業力アップ研修会～

【成果と課題】
○成果
単元構想を工夫することで、学習内容同士を関連付け、根
拠を基に発表することができた。また、理科の学習を実生活
と結びつけることで、生徒が学習内容をより「自分ごと」とし
てとらえる姿が見られた。
●課題
答えのない問いを扱う際、発問の設定や授業の方向性を調
整することの難しさを感じた。また、科学的な思考を深める
ことをねらいとしながらも、議論が道徳的な内容に広がり過
ぎてしまう場面があり、教科としての焦点を保つ工夫が今後
の課題である。



中学校イノベＴの取組み
～スーパーサイエンス講座～

【目的】
専門家から畜産業における最先端技術に
ついて話を聞くことを通して、「生命の連続
性」の単元で学んだ「遺伝」「品種改良」が、
実際に肉牛の改良でどのように活用されて
いるかを学ぶ。
また、科学分野の興味・関心を醸成し、福
島を担う人材の育成に向けて裾野を広げる
ことを目的とする。

【講師】独立行政法人家畜改良センター様



中学校イノベＴの取組み
～スーパーサイエンス講座～

【講座の実際】
１．月日 令和７年９月３日（水）
２．対象 第３学年
３．講師 独立行政法人家畜改良センター
４．内容 家畜改良技術についての講義
《講義内容》
① 家畜改良センターの業務内容の紹介
② 肉牛の改良と種畜の生産供給・遺伝的
能力評価について
③ 国産和牛と外国産WAGYUの食べ比べ
④ 質疑応答



中学校イノベＴの取組み
～スーパーサイエンス講座～

【成果と課題】
○成果
中学校の学習内容を超える発展的な内容であったのにもかかわ
らず、生徒は最後まで集中して講義を聞いていた。授業の中だけで
今回の内容を扱うことは難しいが、生徒にとっては理科がどのよう
に生活に活用されているかについて知ることは、学習意欲の高まり
に大きな影響を与えるのだと気づかされた。講義だけでなく、実際
に肉牛を食べ比べるという体験を行えたことは、品種改良の意義
を実感できる良い機会となった。

●課題
質疑も盛んに行われていたが、生徒一人一人の関心に応じた単

純な質疑応答ではなく、一つのテーマについて生徒と講師の方々で
対話するという形式にすると、本単元で学んだ遺伝と遺伝に関わる
科学技術についてより深く考える時間になりえたかもしれない。



小中学校理科イノベＴの取組み
～第２回理科授業力アップ研修会～

【目的】
防災教育に関する体験講座や防災教育

の視点を取り入れた理科の授業づくりにつ
いての講演等から、教科等横断的な学びや
日常生活との関連を取り入れた単元構想
の仕方について学ぶことにより、理科授業
の質的向上を図り、児童生徒の理科への有
用感や興味・関心を高めることを通して、
資質・能力を育成する。

【講師】
福島大学人間発達文化学類 教授

鳴川 哲也 様
福島県危機管理部 危機管理総室
災害対策課 主事 冨塚 未玖 様



小中学校理科イノベＴの取組み
～第２回理科授業力アップ研修会～

【講座の実際】

（１）講義
「防災教育の視点を取り入れた理科の単元構想について」

須賀川市立第二小学校 教諭 植木 忠佑

鏡石町立鏡石中学校 教諭 新田 健斗

（２）体験講座
「そなえるふくしま防災出前講座（地震編）」

災害対策課 主事 冨塚 未玖 様

（３）講演
「防災教育の視点を取り入れた理科の授業づくり」

福島大学人間発達文化学類 教授 鳴川 哲也 様



イノベＴから提案された防災教育の視点を取り入れた理科の単元構想

自然災害との関連を図りながら、学
習内容の理解を深める

例えば、第６学年「大地のつくり」と「変わり続
ける大地」のつながりを意識した子どもたちへ
の働きかけを単元の導入で行う

↓
自分たちの地域の土地について出合う仕掛け
をする

教科書、指導書などから単
元の学習内容のつながりを
把握する

単元の学習に入るにあたり、自分たちが住む地域はど
んな土地なのかを知るための資料（地質図など）や、地
震による大地の変化がわかる写真を準備



イノベＴから提案された防災教育の視点を取り入れた理科の単元構想

第１学年「大地の変化第2章動き
続ける大地」における単元構想

防災教育4つのステッ
プで単元を構想

①知る（災害が起きる

しくみを知る）

②備える（地域を知り

災害に備える）

③行動する（避難など

の行動）

④助け合い・社会参画

自治体で作成しているハザー
ドマップや防災に関する資料
を活用しながら、地震で起こり
うる災害について考え、平時に
どのように備えるべきかを考
える

防災に関する資料を活用したり、他教
科での学びを関連させたりしながら、
災害時にどのように命を守るか、他者
とどのように助け合うかを考える



小中学校理科イノベＴの取組み
～第２回理科授業力アップ研修会～

【成果と課題】

○ 参加者は、出前授業や講演会を通して、防災教育の重

要性や教科の学習と関連させることで教科の学びも充実

することを実感することができた。

○ 小・中で分かれてイノベＴからの講義を受けることで、

授業づくりや参考になる資料等について気軽に質問しな

がら共に考えることができた。

● より主体的な研修とするために、質疑の時間だけでな

く、参加者同士が授業づくりについて話し合う時間を設け

るとよかった。



小学校イノベＴの取組み
～第３回理科授業力アップ研修会～

第６学年授業公開＋事後研究会
【単元名】

「土地のつくりと変化」

【本時の目標】
須賀川市立第二小学校の７地点のボーリン

グ試料の調査記録を基に話し合う活動を通

して、須賀川市立第二小学校の土地のつくり

についてのより妥当な考えをつくりだすこと

ができる。



小学校イノベＴの取組み
～第３回理科授業力アップ研修会～

【単元構想の工夫】
単元の導入において、「須賀川市立第二小学校の地
面の下はどのようになっているのか」を想像し、問題
を見いだした。ボーリング試料を調べながら、土地の
つくりやでき方について理解を図った。単元の後半
では、学習した内容と、東北地方太平洋沖地震や吾
妻山・磐梯山等の自然災害とを関連させ、土地に及
ぼす変化や災害への備えを学ぶことを通して、防災
意識を高められるようにした。
また、単元のまとめとして、スーパーサイエンス講座
で学習内容に関わる研究について、専門家の話を聞
く時間を設けた。



小学校イノベＴの取組み
～第３回理科授業力アップ研修会～

【授業の実際】

○ 各班で調べてきた７地点のボーリング試料を柱状図で表した記

録を、実際の距離との縮尺に合わせた間隔で縦に見ることができ

るように掲示することで、時間的・空間的な見方を働かせながら、

地層の重なりや広がりの全体像をとらえることができるようにし

た。

○ それぞれの観察結果を基に考察する際、共同編集しているシー

ト上で考察させることで、一人では考察することが難しい子どもも、

友達の考察を参考にして、表現することができるようにした。

○ 「須賀川市立第二小学校の土地のつくりと変化について考えた

こと」という視点で理科日記を書くことで、一人一人が土地のつく

りと変化が起きるまでに地球がどのような歴史や出来事を積み重

ねていったのかについて思いを馳せることができるようにした。



小学校イノベＴの取組み
～第３回理科授業力アップ研修会～

【成果と課題】
○ 授業を通して、時間的・空間的な見方を働かせることができ
る提示をしたことで、地層の重なりや広がりについてのより妥
当な考えをつくりだそうとしたり、新たな問いを見いだしたり
する姿があった。

○ タブレット端末を活用し、ほかの友達がどのような考察をし
ているのかリアルタイムで共有したため、自分の考察をよりよ
いものにしようと動き出す姿が見られた。

○ 自分たちが住む地域の土地のつくりや変化について理解し
たことで、当たり前であった地面の見え方が変わったという
振り返りの記述が多く見られた。

● 地域の土地のつくりと変化について専門の方のお話を聞く
ことができるような授業を行う必要があった。そうすると、地
層の重なりや広がりについて、より具体的に理解することが
できたと思われる。



小学校イノベＴの取組み
～スーパーサイエンス講座～

【目的】
恐竜の化石を切り口に、福島県や須賀川市
の地質について知るとともに、化石や地質を
知ることの意義について学ぶ。

【講師】
○福井県立大学恐竜学部 教授
福井県立恐竜博物館 主任研究員

柴田 正輝 様



小学校イノベＴの取組み
～スーパーサイエンス講座～

【講座の実際】
１．月日 令和７年１１月２５日（火）
２．対象 第６学年
３．講師 福井県立大学 教授 柴田 正輝 様
４．内容 化石と地質についての講義
《講義内容》
① 恐竜という生き物について
② 化石と化石が含まれる地層について
③ 化石からわかること
④ 福島県や須賀川市の地質について



小学校イノベＴの取組み
～スーパーサイエンス講座～

【成果と課題】
○ 理科「土地のつくりと変化」や総合的な学習の時間の
単元末に、講話を設定したことで、子どもたちは地層の
つくりやそこに含まれる岩石や化石について理解を深め
ることができた。特に、市内や県内に視点を当てたこと
で、単元で学習したことが、より身近なものになった。
○ 自分の好きなことを熱量もって話す柴田教授との出会
いは、子どもたちがこれからの人生の設計図を描く際
に、参考になると考えられる。
● 理科「土地のつくりと変化」の単元を地域に根差して進
めるためには、授業者はその土地の地質について知る必
要がある。



県中地区及び他地区の
イノベーション人材育成推進教員の取組みについて

下記ＨＰでも紹介されております。

○ 教育センターHP 各種資料・刊行物「小中理科ペディア」 →

https://center.fcs.ed.jp/

○ 義務教育課HP 「カリマネやってみっせ」 →

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/currim

ane.html

https://center.fcs.ed.jp/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/currimane.html
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